
第4学 年 特別活動 (学級活動)学 習指導案
平成 15年 9月 2日 (火)5校 時日 時
水沢市立佐倉河小学校4年 2組児 童

         計 2 7 名女 1 1 名男 1 6 名
菊 池 久 子指導者

よう」/ジ集会をし題材名  「 学級チャレじ

                      ,題材について
1)題 材観

学級活動について
揺羞達房誓幌需雪夢ど暑勤密澤けととFと審警客密?否審告濯上を図り、健全な生
次の2つ が示されている。具体的内容として、
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また、学級活動のねらいを達成するため、児童は次のような活動形態の下に実践

看評二界留嘉晨騒是醤F象号)あヽ整茎始動松F摯益とお唇2麿緊さ払嚢舎鴛壇暫
せるために、学級の全児童が集まって行 う活動である。集会には誕生会、スポーツ
集会、発表会など様々な内容が考えられるが、児童が話 し合って創意工夫 し、自主
的に運営するため、発達段階に応 じて道切に指導することが望まれる。

本題材では、本校で行われているチャレンジ集会を学級でもやってみるというこ
とで取 り組んでいく。チャレンジ集会の内容を計画、実践するととを通 して、みん
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ことも意図して本題材を設定 した。

(2)児 童観
学級活動における本学級の児童の実態は、決められたことに関して、きちんと取

り組もうとする児童が多い。しかしti自分たちで創意ェ夫して活動しようとする児
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めの会をしよう」という話し合いをし、 「悪日を言わないようにも意地悪をしない
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めてだったので、話し合いもまとまらないことがあったり、めあてを達成できたか
どうかの判断が難 しかったりと課題も多かったが、自分たちの学級目標に一歩近づ
いたと言う達成感をもったようである。

密書縁母岳号著者彗景曇景書岩F』差母暑レ書8骨富,言手:骨雪貸暑骨i暑亨雪わるかを考えたり、失敗をしないようい
年からは自分たちが企画や運営に携わっていくということもあり、準備をしたり、
下学年の世話をしながら活動を行ったりすることを楽 しみにしている児童がたくさ
んいる。そのため、学級のチャレンジ集会にも意欲的に取り組むことが予想される。

4年 生ということもあり、話し合い活動の経験がまだ少ないため、話 し合いをま
とめる技術に関 しての指導が必要である。また、視点に沿って話し合いをしたり、
学級全体のことを考えた建設的な意見を出し合ったりできるように指導をする必要
がある。

(3)指 導観
指導にあたっては、学級チャレンジ集会への意欲をもたせ、具体的なイメージを

もって古見をもてるようにさせたいっそのために全校チャレンンジ集会を想起させ
たり、自分たちで新種目を考えさせたりしながら学級会ノこ 卜に記入する時間を確
保する。場所や時間の条件や全員が楽 しめる種日、自分たちで準備できる種日、と
いう視点をもって意見を考えられるようにしておく。
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本的な生活習慣の形成、望ましヽ

の生活の充実や向上に関するこ

人間関係の育成、学校図書館の利用、心身ともに健康で安全な生活態度の
しい食習慣の形



本時の話 し合い活動では、それぞれから出された意見の中から学級チャレンジ集
の種目をしばっていくbど の種目にしてはいけないということはないため、反対意
見から種目をしぼることが難しく、どの種目にするか決めかねることが予想される
ので、だれでも勝つ可能性がある種目であることや自分たちで判断や審判がしやす
い種目であるといった視点を与え、話し合いの焦点化を図りたい。また、座席表を
活用しながら意見の変容があった児童の意見を捨い上げ、児童の考えを掘り起こし
ていきたい。
事後の活動においては、話し合いの結果をもとに係ごとの計画を立てさせ、実践

化を図る。学級全員が協力して企画、運営し、楽 しんで活動することによって達成
感をもたせ、学級が向上できるようにしていきたい。         1

3 指 導の目標と関連

特別活動

・自分の考えや意見をもち、話し合いによつて集団の規則を高つようとする子ども
・広い心で他の考えを受け止め、よりよい人間関係を築き上げようとする子ども
・基本的生活習慣を守り、他と協力して、自主的に活動する子ども

・学級を単位と
を行う
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して学級生活の充実と向上を図 り、健全な生活態度の育成に資する

・それぞれの目標やめあてに向かって取り組む姿勢を大切にし、
す
道宜反省や評価を行う

。自分の思ちていることをはっきりと言葉で伝えられるような学級の雰囲気作りに努遊
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や話し合い活動を通してく視 :見との関連を考えながら自タ|の
考えをもつことができtる。

・最後まで真剣に取り組む4年 2題
・仲良く助け合う4年 2組



4 指 導計画と評価

(1)指 導計画

(2)評 価
・学級チャレシジ集会の準備、・計画ギ実践を通 して、お互いのがんばりを認め合い、

学級としてのまとまりが深められるように協力して活動できたか。  |
。話し合い活動を通 して、視点をもって話し合い、他の意見との関連を考えながら、

自分の考えをもつことができたか。

い出し、 2学 期はじめ
活動に関心をもつ。

の活動では、みん

力を合わせてお楽 しみ会を
施 したことを思い出し、 2
期は今までにやったことの
いような活動を考えさせ、

で にや った ことの ない

容で、みんなが楽 しめる
について考えさせる。
所や時間についても視点

2字 期は じめの活動 にイ
いて議題 力十 ドに書 き、
議題を出し合 う。

Z宇 馴のは じめの活動い
ふさわ しい議題を選ぶ。

(学級チャレンツ集会に
員で計画、準備、実施できる
ような活動を運ぶ。

話 し合いの計画を立て、|
話 し合いの準備をする。 提案できるように準備をさ

学級会ブニトに自分の
あてや意見を書 く。

での チ ャ レ ンジ集 会 の

目から選んだり、新 しい種
を考えさせ、活動に対する
欲をも■せる。 1 ‐ |
みんなか楽じむことができ、
全員で準備i実 施できるも

活ヽ 動 の推 め 方 の|◎マ ニ ュア ル

打ち合わせをする。

 `一 ユ  ノ  ″  こ ｀■ 卿  ヒ ″ヽ  ノ 1とヨ巴

安心 して活動できるように

1 自たついて話し杏づ11
みんなが勝つ 「J能性があり、
ゲームの判断や審判がわか り
iやすいものという視点を与
る。         ,

いろいろな視点から意見を
に動言するょ

や準備 について話 し

いる姿を認め、広げていく。

協力 して活動できたグルー

を賞賛 し、広げていく。
最後の片付けまで自分たち
手でやるように声がけをし

りを買賛 し、
次回の学級活動への意欲を



5 本 時の指導
(1)ね らい
○学級チャレンジ集会の種目について、選ぶ視点を意識して意見を出すことができる。

。発表者が紙板書を貼ると
じ意見を整理して貼るよ
る。

・必要に応 じてメモを取 らせる。
・提案の不十分な点、不明確な点を
について質問を出すように助言す
る。

・賛成塾雷督鍵皇音で響皆
にし、

。いろいろな く今までに与えた)視
点から考えられるように助言をす
る

選ぶ視点を意識 して意見を西
ことがで きたか

視点を拾い上げたり与えたりしな
がらよい考えに気づかせ、まとめ

合いができるようにする。

同
す

ヽ
一一一日

に
助

き
言
つ

1 は じめの言葉

2 議 題の確認

3 提 案理由の説

4 話 し合いの進
方の確認

・計画委員の合図であいき
をする。

・計画委員が議題の確認を
る。 |

・計画委員が提案理由を説
する。

・計画委員が話し合いの
を知 らせる。

・各自の提案を明確にするために紙
板書を準備しておく。

・計画委員に準備をさせ、全員が確
認できるようにする。

・時間の目安も知らせ、見通しを持
ち話し合いをさせたい。

(1)各 自の提案 出し合 う
・各自が自分がやりたい種
や自分が考えた種目につし

(11質 wを
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 |.辮 種 目について

問 し、提案された全種目
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i・場所や時間の条件に合うから
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目を決定
引 .麒 に種 目を決定

ったことだけでなく、
がんばっていた人なども発表させ
る。

・自分のめあてや話 し合いの態度な
どについて振 り返 らせる。

・話し合いの態度や内容、議長や書
記の仕事ぶりなどについてふれ、
成就感をもたせる。

・これからの計画についても知らせ
実践あ青欲をもてるようにする。

発表

7 先 生から

8お わりの言葉

・ノー ト書記が発表する。

・ノー トに自分の感想、評
反省を記入する。

・感想を発表する。
・教師の話を聞く。

・計画委員の合図であいさ
をする。



(3)評 価

につ いて、

いろいろな視点から考えたり
多く意見を出したりしてし

ぶ視点を意識 して意見を
ことができる。

ぶ視点を意識して意見を出
ことができない。

言のよさをみとめる。 ろヽいろな視点から考えら
ように支援をする。

を意識 して発表できるよ
う支援をする。
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自分のめあて

0 発 表したいと思うこと ・したこと

発表したいと思うことは,話 し合う前に書いておこうね !

よくできたら③ まあまあだった50 う ま<いかなかった5△をつけよう。

①自分の意見を発表できましたか。

②整卜 反対の気持ちが表せましたか。

③笥会の人や発表している人のことをよく聞けましたか。

④提笑理由のことを考えながらできましたか。

鶴   今日決まうた手とでこれから自分のすることがあつたら書いておきましょう。
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鶴  今 日の掌級活動についての感想を書きましょう。


